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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文では、正倉院文書を、情報化するその方法論と、情報化したことによって、判明する史料構造と史料
の理解について、検討するものである。 
 正倉院文書は、奈良時代の唯一残された一次史料として注目されてきた。近年、正倉院文書を用いた研究は、
さらに進展した。これらの研究とあいまって、写経所文書を多様化した古代史料の中でどの部分に位置づける
べきか、という研究も詳細に進んできた。これら正倉院文書を総体としてとらえ、文書の性質全体をとらえる
ような研究は、緒についたばかりである。 
 本論考では、正倉院文書が、どのような文書群であるのかを、その史料構造の把握と、メタレベルの分析に
よって位置づける。また、そのことによって、正倉院文書を通じ、古代史料の史料学への可能性をきりひらい
たものである。 
 本論考では特に情報学の方法論を応用する手法を採用した。コンピュータによるデータベース化を行うこと
により、正倉院文書の全体像をつかみ、かつ、情報化した結果、史料の理解がいかに深まるか検討した。 
 特に、正倉院文書をXMLによるマークアップを行い、構造化すること、画像情報や目録情報と関連付けること
によって、正倉院文書のあらゆる情報を得ることが可能なシステム（正倉院文書データベース（SOMODA）とし
て結実）をつくり検討した。 
 正倉院文書の情報化について、正倉院文書特有の課題と、古代史料の一般的な情報化という二つの課題を解
決することが必要であった。その際に、「断簡」という概念を用い、史料を構造化することによって、復原がよ
り容易になることをしめした。また、このデータベースの作成によって、複雑かつ多様な正倉院文書の情報が、
横断的、かつ総覧的に閲覧可能となり、正倉院文書の研究への寄与を果たす、その意義について説明した。 
 また、デジタル化した際の課題を応用することにより、正倉院文書の史料構造について、新たな知見を加え
た。明治初期の目録と現文書との対応が、「正倉院文書データベース」によって、より容易に可能になることを
示し、そのうえで、続々修の編成について、新たな可能性を提示した。正倉院文書における、現文書の復原状
況から正倉院文書の伝来形態について新たな検討を加えた。 
 また、「正倉院文書データベース」作成によって、生じた問題点の中で、特に注意すべきことは、正倉院文書
のきわめて複雑な文字の定位を、コンピュータ上においてどのように表現するかであった。 
 古典的な史料学においては、文字史料は狭義の「文書」を主体としていた。この古典的な史料学に対して、
さまざまな分析や批判がなされたが、正倉院文書研究における史料論もその流れの中にあり、分析視角として、
帳簿が抜け落ちていたことはすでに指摘されている。本論文は、それを情報学の手法を用い、明瞭に定義した。 
 「仮説的提言」として、先行研究では、上記の帳簿の文字定位について行列によるスプレッドシート的なも
のである可能性が指摘される。この帳簿における文字定位の問題を、正倉院文書データベース作成の際の課題
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解決などによる分析によって、より明瞭に定義した。「正倉院文書データベース」は、横断性と総覧性の実現と
帳簿という史料構造の再構成を行うことによって、それぞれの帳簿を相互参照する論理を導き出すことが可能
となろう。それは、歴史学という学問自身が行っている一連の行為と同一のものである。 
 正倉院文書の情報化は、新たな正倉院文書と古代史料への認識を導き出すひとつの可能性を示したものである。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本文書は、正倉院文書データベース（SOMODA）作成の理論的基礎を構築するために、正倉院文書をデジタル
化する方法を考察し、それによって見えてくる正倉院文書の史料としての構造、史料的性質を検討するもので
ある。 
 第１部「正倉院文書の情報化」では、正倉院文書データベースの全体像を提示し、それを実現させるための
情報学的手法を検討している。第１～３章で種々の技術的、理論的問題を検討し、第４章で実際に作成した正
倉院文書データベースの性格、問題点について述べている。 
 第１章「正倉院文書復原過程のXML/XSLTによる記述」では、正倉院文書のデジタル化について考察している。
正倉院文書は、本来の一次面・本来の二次面・現状・活字テキストがそれぞれ異なっているというきわめて複
雑な状況にある。正倉院文書データベースは、正倉院文書を断簡単位でデジタル化し、デジタル化した現状・
活字版から奈良時代の一次面・二次面を復元して提示することを基本としてめざしている。そのために活字版
テキストをXML化しXSLTで記述する方式を提案し、その実現のために諸課題に取組み、解決している。 
 第２章「正倉院文書XMLの表現と検索」では、XML文書をWebブラウザで表示する機能について考察し、その方
式を提示している。また、写経所文書データベースとの連携についても実現している。 
 第３章「正倉院文書データベースにおける検索と人文科学的研究成果との連携」では、正倉院文書に関する
多種多様な情報を同時に参照するために多様な検索キーを用意したこと、詳細画面でさらに詳細な情報が検索
できるようにしたこと、テキストと画像を併用できるようにしたことなどをあげ、その技術的基礎を示してい
る。 
 第４章「正倉院文書データベース（SOMODA）では、以上の第１～３章で解決してきた諸課題をふまえて、実
際に正倉院文書データベースを作成する過程とその性格について検討している。正倉院文書データベースでは、
テキストデータ、画像データ、目録情報を三本柱とし、それらが相互に補完しあうように構築されている。ま
た正倉院文書は、一次使用、二次再利用、整理、活字化の過程を経ている。文字情報と画像のいずれにおいて
も、断簡単位でこのどの段階へも往復が可能となっている。これによって、画像情報が自由に閲覧でき、画像
と対比しながら原文書に近いテキストが閲覧でき、さまざまな関連情報が得られるなど、正倉院文書研究の研
究環境は大幅に改善されることになる。したがって、正倉院文書データベースの意義はきわめて大きいもので
あるが、その理論的基礎を示した以上の第１部の諸論考の価値は極めて高い。 
 第２部「正倉院文書データベースの発展」では、SOMODAのさらなる発展に向けて、さまざまな課題を検討し
ている。 
 第５章「正倉院文書データベースによる新たな研究展開の可能性とその課題」では、正倉院文書の多くを占
める帳簿のXML化の手法は未だ不安定であるが、文字塊ごとにタグを組み、それを１つのオブジェクトとして処
理すること、検索では、同一人名・官司名などに対する多様な表記を検索するために、専用の知識データベー
スを作成すること、さらに紙の貼りつぎ・付箋などの３次元情報を、画像データと組み合わせることで確認で
きるシステムをつくることなどを提案している。いずれも正倉院文書データベースの発展のために、巧みな発
想で問題を解決せんとしており、高く評価される。 
 第６章「正倉院文書データベースにおける史料構造とタグ」では、正倉院文書テキストのタグ付けを理論的
に整理している。まずテキストとメタデータにわけ、テキストは表層構造・基底構造ともに研究に即して定義
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し、メタデータでは、目録情報に料紙に関する貼りつぎ・汚れ・軸その他の情報を付加するという形でDTDを定
義している。これによって、正倉院文書におけるタグ付けの理論的基礎が整理されたことは高く評価される。
しかし、正倉院文書の性格に規定された独自のDTDであるため、EADやダブリン・コアなどの世界標準のDTDとの
関連づけの検討が必要である。EADの検討は補１章でおこなっているが、ダブリン・コアの検討をさらに深める
必要がある。 
 第７章「正倉院文書データベースとデジタル・アーカイブ」では、正倉院文書データベースの情報学的位置
を検討している。正倉院文書データベースは、検索の優位、総覧性、横断性、空間的流通性、配列自由性の諸
点で、単純なデータの蓄積ではなく、新たな電子媒体による資料の蓄積のあり方を示すものである。史料その
ものをXMLとした例は多くなく、正倉院文書データベースはそれに本格的に取り組んだ事例として位置づけられ
る。正倉院文書はきわめて複雑な構造をもち、研究の進展に応じて史料構造を改める可能性があるので、XML
による記述が向いている。さらに、研究文献と史料自体とを結びつけることで、研究成果と研究資料の両デジ
タル・アーカイブを結びつけることができる。これらにより、正倉院文書データベースは、真に研究を進展さ
せることのできるデジタル・アーカイブであるとする。これらの評価は妥当であり、正倉院文書データベース
の情報学的な意義を的確に捉えていると判断される。 
 第３部「データベース化より見た正倉院文書の史料構造と史料学」では正倉院文書データベースを作成する
過程で見えてきた正倉院文書の構造について論じている。 
 第８章「正倉院文書の変遷と史料構造の変化」では、明治期に作成された目録を分析することで、当該期の
正倉院文書の整理過程を、単純な並び替えでなく、その段階における正倉院文書理解にもとづく整理であった
ことを指摘している。明治期の整理、とくに正倉院文書の多くの部分を占める続々修の整理過程は、これまで
ほとんどまったく明らかでなかったが、本章では、正倉院文書データベースの検索機能を駆使して、未知の分
野に分け入り、道筋を示すことに成功している。続々修については、不明な点がまだ多く、さらに検討を続け
ることを期待しなければならないが、未開拓の分野に大きく鍬を入れたことは高く評価される。 
 第９章「正倉院文書と史料構造―あらたな帳簿学の構築にむけて―」では、正倉院文書をXMLで記述すること
を実行するなかで、文書と異なって線形構造を持っていない帳簿をXMLで記述することの意味を考察している。
古代史料学は、従来の文書学から帳簿学への比重を高めつつあるが、本章は、史料のデジタル化の側面でこの
問題を考察した初めての研究として、高く評価される。 
 終章「正倉院文書の情報化と歴史学―デジタル・アーカイブと古代史料学―」では、史料の論理構造と物理
構造の関係について検討している。とくに正倉院文書の継文では、個々の文書が貼り継がれて帳簿化されるこ
とによって、書かれた文字の論理が変化するという史料学的な問題を指摘している点は鋭い。 
 補１章「京都府行政資料のデジタル・アーカイブ化とその課題―EAD/XMLの適用の可能性と歴史学―」と捕２
章「上田貞治郎写真コレクション―都市文化とデジタル・アーカイブ―」では、近代都市のさまざまな行政資
料をデジタル・アーカイブ化する事例とその課題や、古写真コレクションをデジタル・アーカイブ化した意義
と今後の可能性について論及している。いずれも史料のデジタル化の具体例と問題点を示したものであり、後
藤氏の研究の幅の広さを示している。 
 本論文は、以上のように、数々の卓抜なアイディアで正倉院文書データベースを実現に導いた理論的バック
ボーンをなすものであり、それと同時に同データベースの今後の発展の道筋を示すものでもある。さらに、正
倉院文書データベースのもつ情報学的な画期性も、本論文によって明確に位置づけられている。 
 一方、正倉院文書データベースが実際に正倉院文書研究にどのように寄与するのかは、いまだ未知数のとこ
ろがある。この点は、正倉院文書データベースが実際に稼働し始めてはじめて見えてくることである。その時
点で、正倉院文書データベースの改良と、そのための理論的考察と技術的対応が期待される。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
